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「福吉神幸祭」
　糸島市の西、唐津市に隣接する地域「福吉」の各神社にて毎年10月中旬に実施されている厄払いや五穀豊穣、大漁を祈願する大祭です。別名「じんじ」
とも呼ばれ、神社と浜の間を神輿が往復します。神輿に先んじて大名行列の装束に身を包んだ若者が隊列を組んで進みます。海では大漁旗で飾った漁船が
集結し大漁を願って会場を勇壮にパレードします。この日は普段乗ることの出来ない漁船に乗ることが可能で地域の方、一般の方がパレードを楽しみます。
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表紙写真大募集！
学園タイムスの表紙を飾る写真を職員の皆さんから募集しています。
佐賀県及び糸島市で撮影した写真であれば、風景はもちろん、催事など、
どんな写真でもご応募いただけます。
QRコードからメールで簡単に応募可能です！　
応募の際は、施設名とお名前を件名に入れてください。

たくさんのご応募、お待ちしております。
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　今年は終戦後80年の年。この原稿を書いている時期が
お盆期間を挟んでいることもあり、テレビ等で太平洋戦争
の特集をよく見ました。良い事にしろ、悪い事にしろ、そ
れぞれの時代にそれぞれの理由があって、その結果に至っ
た事が改めて認識できて、よく理解できた事もあれば、新
たな疑問が生じた事もあります。
　よく理解できた事としては、その時代に自分が生きてい
ればおそらくその時代の人たちと同じような考えを持ち行
動しただろうという事。新たな疑問としては過去を踏まえ
て本当により良き未来を歩めてきたのかという事。
　戦前であれば、強すぎた愛国心の元に無謀な行動を起こ
していたと思います。戦後の食糧難の時代には生きるため
に他人のことなどあまり考えもせず、なりふり構わず生き
ていたと思います。高度経済成長期であれば、明日への希
望に満ちていて、過去を振り返る余裕もなく前だけを見て
生活していたと思います。バブル経済の時期には、将来へ
の不安がなく、自己実現のために十分な時間と労力を費や
していました。失われた30年と言われた期間は、生活の
レベルを維持するために、真 に働き、自分にとってマイ
ナスにならないような人生の選択を意識してきたように思
います。コロナ禍には「生きるために必要なこと」と「生
きるために不要不急なこと」の間に、人生を営んでいく中
で自然発生的に生じた「信頼できる人間関係」、「安心でき
る場所」、「背中を押してくれた言葉」、「大切な人」、「大切
な思い出」といった「大切なもの」があることに気づかさ
れました。
　そして今、少子化に歯止めがかからず、労働力不足が深
刻で、日本経済の先行き不安が誰の目にも明らかとなり、
経営が成り立たなくなった病院も出現してきています。
　佐賀整肢学園の各施設ではコロナ禍の期間に重症化が進
行して亡くなる利用者の方達も増えてきています。人は必
ず死ぬ・生は必ず終わる。しかし、私たちは人の死を「た
だそれだけのこと」と割り切ることはできません。そして、
死を強く思えば思うほど、生は輝きをもって現れてきます。
生を善きものにしたいという欲望は、生そのものから出て
くるのではなく、死を前景化するからこそ出てくると思い

ます。死はただそれだけの当たり前の事実なのではなく、
耐えがたくも逃れがたい必然だからこそ生が切実になって
きます。このようなことを考えていると「死生観」の方が「経
済」よりも重要に思われ、死生観のない経済発展はただた
だ生の快楽を追求し、命の延長を追求することだけを自己
目的としているとしか思えなくなります。
　では、このような過去や現実を踏まえて私たちは未来に
どのようなバトンを渡していくことが望ましいのでしょう
か。渡されたバトンは多くの場合重く、過去の伝統や先人
の思いが詰まっており、それを引き継いでいく事のみに重
点が置かれ、現状を踏まえて変わっていく未来への思考は
乏しいものです。過去や現在を変えることはできず、未来
は変わっていくものですが、それを予想することは困難な
ことです。そして、過去や現在がそうであったように未来
の多くの人達もおそらくその時代の社会の雰囲気から生じ
る考え方から逃れることができず、自ずから行動も決まっ
てきてしまうと思われます。
　このようなことを考えると渡されたバトンにあまり意味
はなく、どのような未来がやって来ようとも、受け入れ、
倒されないような心持ちが大事になります。困難な状況に
陥った時にへこたれないためには、やって来る未来に恐れ
ることなく、ありのままの自分を受け入れる覚悟が必要で
す。そうすることでどのような困難も乗り越えられる土壌
が作られていくと思います。社会不安が強い今日にあって、
未来にどの程度の困難が待ち受けているかは想像できませ
んが、想像できない自分も含めて、今のままで良いと思い
続ける根気が必要です。
　そして、渡されたバトンは自分だけで持つのではなく、
同じ時代を同じ場所で生きるみんなで持って、ひっぱり
あって軌道修正しながら、みんなで困難に立ち向かってい
くことができれば、恐さも半減して様々なアイデアが生ま
れてきそうな気がします。私はバトンというものは渡すだ
けのものではなく、長く伸ばしてみんなで持って同じ方向
に進むためのものにしたいと思っています。そんなバトン
を持つことができた組織には明るい未来が待っている気が
して止みません。

バトンは
渡すだけのものなのか

　久保　和泰

社会福祉法人佐賀整肢学園
からつ医療福祉センター　アルトン施設長
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REPORT

九州大学医学部卒業
福岡市立こども病院　運動器センターより赴任
整形外科　専門医
福岡県肢体不自由児協会　理事長

●糸島こどもとおとなのクリニック　施設長（院長）

髙村和幸先生

● 所属学会等
日本整形外科学会　　　　　　日本手外科学会
日本小児整形外科学会　　　　
日本四肢再建・創外固定学会

令和７年４月より赴任

糸島こどもとおとなのクリニックに 1名、
こども発達医療センターに 1名の医師を新たに迎えました。

新
紹
任
介

　社会福祉法人佐賀整肢学園では、令和２年度よりミャンマーやネパールからの
外国人労働者の受入を行っており、法人全体では35名になりました。
（令和７年７月１日現在）

外国人材の受け入れについて外
人
国
材

ヤタナー　ウエー

出身国：ミャンマー
入職日：令和６年３月18日

こども発達医療センター
パン　イ　サン

出身国：ミャンマー
入職日：令和６年４月22日

こども発達医療センター
タジン　トーン

出身国：ミャンマー
入職日：令和７年４月１日

こども発達医療センター
エー　ナンダー　ライン

出身国：ミャンマー
入職日：令和７年４月１日

こども発達医療センター
ミャ　テイー　チェ

出身国：ミャンマー
入職日：令和７年４月１日

こども発達医療センター

キン　ピョー　ピョー

出身国：ミャンマー
入職日：令和７年４月１日

こども発達医療センター
タパ 　ススマ

出身国：ネパール
入職日：令和３年４月１日

オークス
キン　シン　アウン

出身国：ミャンマー
入職日：令和４年４月16日

オークス
ティ　ティ　アウン

出身国：ミャンマー
入職日：令和４年４月16日

オークス
メイ　ノー　ノー　リン

出身国：ミャンマー
入職日：令和４年７月２日

オークス

ヌ　ワー　ワー　リン

出身国：ミャンマー
入職日：令和４年７月２日

オークス
ターパ　アンジュ

出身国：ネパール
入職日：令和３年５月１日

かんざき清流苑
シュレスタ　ソバ

出身国：ネパール
入職日：令和３年５月１日

かんざき清流苑
タパ　シルジャナ

出身国：ネパール
入職日：令和４年４月１日

かんざき清流苑
シン　タクリ　イスミリティ

出身国：ネパール
入職日：令和４年４月１日

かんざき清流苑

ミャ　ティン　ギー

出身国：ミャンマー
入職日：令和５年４月20日

在宅サポートセンターかんざき清流苑
ピュー　プェー

出身国：ミャンマー
入職日：令和５年４月20日

かんざき清流苑
ミ　ニイン　ポ　インツフー

出身国：ミャンマー
入職日：令和６年４月１日

かんざき清流苑
プィザ　ザ　ライン

出身国：ミャンマー
入職日：令和６年４月１日

かんざき清流苑
チー　レ　レ　ウー

出身国：ミャンマー
入職日：令和２年12月19日

からつ医療福祉センター

ネウパネ　アンジャナ

出身国：ネパール
入職日：令和３年４月１日

からつ医療福祉センター
トゥザー　チョ

出身国：ミャンマー
入職日：令和４年５月13日

からつ医療福祉センター
ノウ　エー　テータ　サン

出身国：ミャンマー
入職日：令和４年５月13日

からつ医療福祉センター
ルシ　リン

出身国：ミャンマー
入職日：令和５年５月１日

からつ医療福祉センター

トュ　カ　キン

出身国：ミャンマー
入職日：令和６年２月１日

からつ医療福祉センター
モー　イ　イ　ニィン

出身国：ミャンマー
入職日：令和６年８月１日

からつ医療福祉センター
モー　ミィン　ズ

出身国：ミャンマー
入職日：令和６年８月１日

からつ医療福祉センター
ワイン　ワイン　ピョー

出身国：ミャンマー
入職日：令和７年４月１日

からつ医療福祉センター

ズン　パン　ピュー

出身国：ミャンマー
入職日：令和７年４月１日

からつ医療福祉センター
ガハ　ヤム　クマリ

出身国：ネパール
入職日：令和３年４月１日

佐賀向陽園・わいわい
モー　テイ　カウン

出身国：ミャンマー
入職日：令和５年４月１日

佐賀向陽園・わいわい
ポー　イー　タン

出身国：ミャンマー
入職日：令和５年４月１日

佐賀向陽園・わいわい
チッ　テェ　ポ

出身国：ミャンマー
入職日：令和５年４月１日

佐賀向陽園・わいわい

松本洋太先生

●こども発達医療センター　医科診療部整形外科
山口大学医学部卒業
九州大学病院より赴任

● 所属学会等
日本整形外科学会　　　　　　日本膝関節学会
骨折治療学会　　　　　　　　日本関節病学会
西日本整形外科学会　　　　　日本Osteotomy 学会

ス　リン　ナンダー

出身国：ミャンマー
入職日：令和５年５月１日

からつ医療福祉センター

オジャ　サンギータ

出身国：ネパール
入職日：令和３年４月１日

からつ医療福祉センター
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新採職員紹介

私たちは、時代の要請を的確に把握し、総合力を高めて医療・福祉サービスの提供に、先進的かつ積極的に取り組みます。
私たちは、利用者とその家族の思いをわが思いとして、利用者の明るく、充実した暮らしの実現に努めます。
私たちは、医療・福祉の専門家としての誇りと熱意を持って、常に自己研鑽に努め、利用者の処遇向上を図ります。
私たちは、地域の医療福祉の拠点施設として、その機能と役割を十分に発揮できるよう、地域社会との連携と交流促進に努めます。

誓いの言葉

　今春は34名の新規採用職員を迎え、令和７年４月１日に中尾清一郎理事長より辞令が交付されました。また、新規採用職
員を代表して、こども発達医療センター配属の山口渉花さんが誓いの言葉を述べました。新たな仲間を加え、法人全体で職員
は970名になりました。（７月１日現在）

こども発達医療
センター

こども発達医療
センター

小野　瑞希 和田　美幸

こども発達医療
センター
山口　渉花
生活支援員
第１療育課

生活支援員
西棟療育課

生活支援員
在宅支援課

こども発達医療
センター
原　　朱里
看護師
第１療育課

こども発達医療
センター
椎葉ちはる
作業療法士
リハビリテーション課

こども発達医療
センター
詫間　　都
歯科衛生士
歯科室

こども発達医療
センター
眞子　幸恵
看護師
第３療育課

こども発達医療
センター
野口　織絵
准看護師
第２療育課

こども発達医療
センター

こども発達医療
センター

こども発達医療
センター

松永　光緒 吉田こゆき 大曲　弘剛
看護師
第３療育課

看護師
第３療育課

看護師
第２療育課

こども発達医療
センター
小倉　慶子
看護師
第２療育課

こども発達医療
センター

こども発達医療
センター

こども発達医療
センター

森本　華梨 川口　新太 佐藤　千代
心理療法士
医療課

調理師
栄養管理課

一般事務員
医事課

こども発達医療
センター
中原　美和
一般事務員
医事課

かんざき清流苑

ピュー  プェー
介護福祉士
入所サービス課

オークス オークス オークス

中島みさき 中溝　麻純 松本　　彩
生活支援員
在宅サービス課

看護師
在宅サービス課

看護師
在宅サービス課



5

からつ医療福祉
センター
ルシ　リン
生活支援員
看護生活課

からつ医療福祉
センター
ス リン ナンダー
生活支援員
入所サービス課

からつ医療福祉
センター
相原みどり
言語聴覚士
リハビリテーション課

糸島こどもとおとなの
クリニック
松本　英利
作業療法士
リハビリテーション課

佐賀向陽園・
わいわい
ポー イー タン
生活支援員
入所サービス課

佐賀向陽園・
わいわい
モー テイ カウン
生活支援員
入所サービス課

からつ医療福祉センター
好学舎
梁井　麗白
公認心理師
男子棟課

かんざき日の隈寮

原　　若菜
生活支援員
入所サービス課

糸島こどもとおとなの
クリニック
森　　駿斗
理学療法士
リハビリテーション課

糸島こどもとおとなの
クリニック
竹山　美咲
言語聴覚士
リハビリテーション課

からつ医療福祉
センター
宮副　百香
調理師
児発センター課

在宅サポートセンター
かんざき清流苑

からつ医療福祉
センター

ミャ  ティン  ギー 福山　聖人
介護福祉士
在宅サービス課

作業療法士
リハビリテーション課

からつ医療福祉
センター
嶺川亜梨沙
言語聴覚士
リハビリテーション課

こども発達医療センターこども発達医療センター

オークスオークス

かんざき清流苑かんざき清流苑

からつ医療福祉センターからつ医療福祉センター
からつ医療福祉センターからつ医療福祉センター好学舎好学舎かんざき日の隈寮かんざき日の隈寮
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山口　渉花こども発達医療センター 生活支援員
　今年度より、こども発達医療センターの第１病棟で生活支援
員として働かせていただいております。まだまだ未熟ですが、先
輩方のご指導や支えがあり、少しずつですが業務内容を覚えて
いっている最中です。
　利用者の方と関わっていく中で笑顔になられたときに、とても
やりがいを感じています。これからも業務の中で日々、勉強して
いき利用者の方が少しでも心地よく過ごしていただけるような支
援ができるよう精一杯、頑張ります。
　ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、今後ともご指導
ご 撻のほどよろしくお願いいたします。

ミャ  ティン  ギー在宅サポートセンターかんざき清流苑 介護福祉士
　今年度より、かんざき清流苑で正規職員として働かせていただ
くことになりました。利用者の皆さんが楽しく過ごしていただくよ
うに個別性を重視し、身体的や精神的なサポートを行っています。
現場に入ってから数ヶ月、先輩方の支えもあって業務内容はでき
るようになりました。利用者の皆さんのペースに合わせて見守り
や声掛けを大切にしながらより良いケアをできるように頑張って
います。利用者の皆さんができることをしていただいて感謝の気
持ちを伝え、日々の生活を楽しく過ごせるように支援しています。
様々な行事にも一緒に参加し、利用者の皆さんの大切な時間を
笑顔で過ごせるように頑張っていきたいと思います。

梁井　麗白からつ医療福祉センター好学舎 公認心理師
　今年度からからつ医療福祉センター好学舎で働かせていただ
いております。現場に入ってまだ日が浅く、わからないことや出
来ないことが多いですが、先輩方から助けていただきながら日々
過ごしております。
　児童と関わる中で新しい気付きを得ることも多く、実際に関わ
ることの大切さを実感することが出来ています。これからも児童
と関わり、児童が安心して過ごせる環境や信頼関係を作ってい
きたいと思っています。これからどうぞよろしくお願いします。

　２年間アルバイトとしてお世話になった佐賀向陽園に今年４月
より新規採用職員として働かせていただくこととなりました。
　現場では、利用者の安全やチームワークを強くするために日常
的に「報・連・相（報告・連絡・相談）・情報共有」を大事にし
ています。
　学校で学んだことやこれまで施設で経験したことを活かしな
がら、より一層成長できるよう努力してまいります。どうぞよろし
くお願いします。

モー ティ カウン佐賀向陽園・わいわい 生活支援員

松本　　彩オークス 看護師
　今年度より在宅サポートセンターオークスで看護師として勤務
させていただく事となりました。病院との違いに戸惑う事もあり
ましたが、デイサービスでは、利用者の方一人ひとりとじっくり向
き合い、生活に寄り添った関わりができる事に大きなやりがいを
感じています。また先輩や同僚にサポートしてもらいながら日々
学びを深めています。利用者の方一人ひとりの個性やニーズに寄
り添い、日々の健康管理だけでなく、利用者の皆さんが安心で
きる環境づくりに努めていきたいと思います。今後とも、ご指導
よろしくお願いします。

福山　聖人からつ医療福祉センター 作業療法士
　今年度よりからつ医療福祉センターで作業療法士として働かせ
ていただくことになりました。利用者様や先輩方に支えられ、新
たな学びや気づきを得ながら充実した日々を送っています。業務
を通じて一人ひとりの生活や思いに寄り添うことの大切さを改め
て感じるとともに、支えてくださる皆様への感謝の気持ちを強く
感じています。まだまだ未熟で課題も多いですが、先輩方のご
指導のもと知識や技術を磨き、信頼される作業療法士を目指し
て努力してまいります。今後ともご指導の程よろしくお願い致し
ます。

森　　駿斗糸島こどもとおとなのクリニック理学療法士
　今年度より、糸島こどもとおとなのクリニックで理学療法士と
して働かせていただくことになりました。
　学生時代の実習では小児分野を経験しておらず、小児リハビリ
テーションに関して右も左も分からない状態ではありますが、先
輩方から多くのご指導をいただきながら日々学んでおります。運
動器リハビリテーションでは、患者様とコミュニケーションをとり
ながら行えております。
　今後は、患者様の身体だけではなく精神面も支えていけるよう
な理学療法士になることを目標に精進してまいります。
どうぞご指導の程、よろしくお願い致します。

新採職員からのひとこと
佐賀向陽園・わいわい佐賀向陽園・わいわい糸島こどもとおとなの糸島こどもとおとなのクリニッククリニック

原　　若菜かんざき日の隈寮 生活支援員
　４月より生活支援員としてかんざき日の隈寮で働かせていただ
くこととなりました。
　大学では、社会福祉について学び、この経験を活かしたいと
思い就活に取り組んでいました。そして現在、現場で働き始め、
知識と技術は両立してこそ発揮されるものであると気づくと同時
に、勉強不足であったと痛感しております。しかし、頼もしい先
輩方が、日々の業務から福祉の知識等、多くの事を教えてくださっ
ています。
　適切な支援ができているか不安になる事もありますが、知識
と技術を身に付け、利用者一人一人に合った支援を実践できるよ
う精進したいです。
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勘定科目 当年度決算 前年度決算 増減

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

介護保険事業収益 602,904 591,108 11,796
老人福祉事業収益 186,144 194,253 △ 8,109
児童福祉事業収益 244,053 223,231 20,821
保育事業収益 6,366 6,299 67
就労支援事業収益 3,912 3,576 336
障害福祉サービス等事業収益 2,246,114 2,148,127 97,988
生活保護事業収益 287,759 269,850 17,909
医療事業収益 2,971,984 2,898,956 73,028
私的契約事業収益 6,793 9,397 △ 2,604
経常経費寄附金収益 3,826 6,589 △ 2,762
サービス活動収益計⑴ 6,559,854 6,351,385 208,469

費
用

人件費 4,573,749 4,435,172 138,577
事業費 884,073 839,143 44,930
事務費 507,134 531,274 △ 24,140
就労支援事業費用 8,475 8,687 △ 212
利用者負担軽減額 1,083 1,222 △ 139
減価償却費 504,135 514,587 △ 10,452
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 156,141 △ 187,891 31,750
徴収不能引当金繰入 508 0 508
サービス活動費用計⑵ 6,323,016 6,142,193 180,822

サービス活動増減差額⑶=⑴－⑵ 236,839 209,192 27,647
サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益
受取利息配当金収益 30,145 19,257 10,889
その他のサービス活動外収益 26,368 20,612 5,756
サービス活動外収益計⑷ 56,513 39,868 16,645

費
用
その他のサービス活動外費用 21,053 313 20,740
サービス活動外費用計⑸ 21,053 313 20,740

サービス活動外増減差額⑹ =⑷－⑸ 35,460 39,555 △ 4,095
経常増減差額⑺=⑶＋⑹ 272,299 248,747 23,552

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 8,493 37,472 △ 28,979
固定資産受贈額 5,034 340 4,694
固定資産売却益 0 0
特別収益計⑻ 13,527 37,813 △ 24,286

費
用

固定資産売却損・処分損 684 830 △ 146
国庫補助金等特別積立金取崩額 ( 除 ) △ 611 △ 810 199
国庫補助金等特別積立金積立額 13,443 37,472 △ 24,029
その他の特別損失 0 537 △ 537
特別費用計⑼ 13,516 38,029 △ 24,513

特別増減差額⑽=⑻－⑼ 11 △ 216 228
当期活動増減差額⑾=⑺ +⑽ 272,310 248,531 23,779
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額⑿ 7,790,941 8,094,172 △ 303,231
当期末繰越活動増減差額⒀＝⑾＋⑿ 8,063,251 8,342,702 △ 279,452
基本金取崩額⒁ 0 0 0
その他の積立金取崩額⒂ 587,821 161,920 425,901
その他の積立金積立額⒃ 824,857 713,681 111,175
次期繰越活動増減差額⒄＝⒀＋⒁+⒂－⒃ 7,826,215 7,790,941 35,275

資産の部
当年度末 前年度末 増減

流動資産⑴ 2,459,503 2,455,563 3,940
　 現金預金 1,303,709 1,477,281 △ 173,573
有価証券 99,931 0 99,931
事業未収金 1,031,909 953,383 78,526
未収金 0 0 0
未収補助金 6,716 10,188 △ 3,472
医薬品 (2) 5,182 5,883 △ 701
立替金 385 820 △ 434
前払金 3,016 2,175 840
前払費用 8,661 4,197 4,464
( ワンイヤールール流動資産の合計 ) ⑶ 0 0 0
1 年以内回収予定長期貸付金 0 0 0
仮払金 503 1,636 △ 1,133
その他の流動資産 0 0
徴収不能引当金⑷ △ 508 0 △ 508

固定資産 15,744,314 15,729,177 15,137
基本財産 6,894,583 7,257,709 △ 363,126
土地 1,774,367 1,774,367 0
建物 5,120,216 5,483,341 △ 363,126

その他の固定資産 8,849,731 8,471,469 378,262
土地 707,565 677,122 30,443
建物 212,556 154,190 58,366
構築物 296,719 336,894 △ 40,175
車輌運搬具 29,708 22,785 6,923
器具及び備品 189,681 209,684 △ 20,003
建設仮勘定 89,048 0 89,048
権利 2,388 2,750 △ 362
預託金 3,893 3,887 6
ソフトウェア 11,263 13,600 △ 2,337
長期貸付金 19,389 15,829 3,560
役員退職慰労引当資産 2,470 2,110 360
退職給付引当資産 53,005 48,724 4,281

( 積立預金の合計 ) 7,220,677 6,983,641 237,035
運営資金積立資産 1,268,995 1,169,960 99,035
土地購入積立資産 502,000 512,000 △ 10,000
建設準備積立資産 830,000 880,000 △ 50,000
人件費積立資産 60,000 66,500 △ 6,500
修繕積立資産 657,500 609,000 48,500
備品等購入積立資産 340,309 328,309 12,000
減価償却積立資産 3,442,000 3,300,000 142,000
リスク対策積立資産 53,459 51,459 2,000
移行時特別積立資産 11,000 11,000 0
御下賜金記念基金積立資産 55,000 55,000 0
その他の積立資産 413 413 0
差入保証金 50 50 0
長期前払費用⑸ 11,290 172 11,117
その他の固定資産 30 30 0

資産の部合計 18,203,817 18,184,740 19,077

勘定科目 予算 決算 差異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

介護保険事業収入 618,279 602,904 15,375
老人福祉事業収入 183,294 186,144 △ 2,850
児童福祉事業収入 238,807 244,053 △ 5,246
保育事業収入 6,081 6,366 △ 285
就労支援事業収入 10,400 3,912 6,488
障害福祉サービス等事業収入 2,271,681 2,246,114 25,567
生活保護事業収入 287,335 287,759 △ 424
医療事業収入 3,022,890 2,971,984 50,906
私的契約事業収入 7,969 6,793 1,176
経常経費寄附金収入 4,622 3,826 796
受取利息配当金収入 29,727 30,145 △ 418
その他の収入 26,708 26,368 340
事業活動収入計 (1) 6,707,793 6,616,367 91,426

支
出

人件費支出 4,718,939 4,599,959 118,980
事業費支出 922,660 883,373 39,287
事務費支出 578,210 507,134 71,076
就労支援事業支出 10,400 8,475 1,925
利用者負担軽減額 1,103 1,083 20
流動資産評価損等による資金減少額 0 0 0
事業活動支出計 (2) 6,231,312 6,000,023 231,289

事業活動資金収支差額⑶＝⑴－⑵ 476,481 616,344 △ 139,863
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入
施設整備等補助金収入 8,694 8,493 201
固定資産売却収入 0 0 0
施設整備等収入計⑷ 8,694 8,493 201

支
出

設備資金借入金元金償還支出 2,760 2,760 0
固定資産取得支出 274,935 258,567 16,368
ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0
施設整備等支出計⑸ 277,695 261,327 16,368

施設整備等資金収支差額⑹＝⑷－⑸ △ 269,001 △ 252,835 △ 16,166
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

長期貸付金回収収入 952 951 1
積立資産取崩収入 628,456 573,536 54,920
その他の活動による収入 0 0 0
その他の活動収入計⑺ 629,408 574,487 54,921

支
出

長期貸付金支出 6,026 5,635 391
積立資産支出 844,946 835,142 9,804
その他の活動による支出 0 0 0
その他の活動支出計⑻ 850,972 840,777 10,195

その他の活動資金収支差額⑼＝⑺－⑻ △ 221,564 △ 266,290 44,726
予備費⑽ 2,685 0 2,685
当期資金収支差額合計⑾＝⑶＋⑹＋⑼－⑽ △ 16,769 97,220 △ 113,989

前期末支払資金残高⑿ 2,083,182 2,083,182 0
当期末支払資金残高⑾+⑿ 2,066,413 2,180,401 △ 113,988

1．減価償却費の累計額 86,640,352,499 円
2．徴収不能引当金の額 508,013 円

負債の部
当年度末 前年度末 増減

流動負債⑹ 482,515 594,320 △ 111,805
事業未払金 251,760 298,762 △ 47,003
(ワンイヤールール流動負債の合計 )⑺ 2,760 2,760 0
1 年以内返済予定設備資金借入金 2,760 2,760 0
1 年以内返済予定リース債務 0 0 0
預り金 2,119 497 1,622
職員預り金 31,809 67,380 △ 35,571
前受金 0 2 △ 2
前受収益 0 0 0
仮受金 30 30 0
賞与引当金⑻ 194,038 224,890 △ 30,852

※当期末支払資金残高⑴－⑵－⑶－⑷+⑸－⑹ +⑺ +⑻ 2,180,401
固定負債 72,725 70,844 1,881
設備資金借入金 17,250 20,010 △ 2,760
リース債務 0 0 0
役員退職慰労引当金 2,470 2,110 360
退職給付引当金 53,005 48,724 4,281

負債の部合計 555,240 665,164 △ 109,924
純資産の部

基本金 29,492 29,492 0
基本金 29,492 29,492 0

国庫補助金等特別積立金 2,572,193 2,715,502 △ 143,309
国庫補助金等特別積立金 2,572,193 2,715,502 △ 143,309

その他の積立金 7,220,677 6,983,641 237,035
運営資金積立金 1,268,995 1,169,960 99,035
土地購入積立金 502,000 512,000 △ 10,000
建設準備積立金 830,000 880,000 △ 50,000
人件費積立金 60,000 66,500 △ 6,500
修繕積立金 657,500 609,000 48,500
備品等購入積立金 340,309 328,309 12,000
減価償却費積立金 3,442,000 3,300,000 142,000
リスク対策積立金 53,459 51,459 2,000
移行時特別積立金 11,000 11,000 0
御下賜金記念基金積立金 55,000 55,000 0
その他の積立金 413 413 0

次期繰越活動増減差額 7,826,215 7,790,941 35,275
次期繰越活動増減差額 7,826,215 7,790,941 35,275
（うち当期活動増減差額） 272,310 248,531 23,779

純資産の部合計 17,648,577 17,519,576 129,001
負債及び純資産の部合計 18,203,817 18,184,740 19,077

単位：千円

 単位：千円貸 借 対 照 表

決算報告
事業活動計算書

　法人全体の令和６年度決算は次のとおりであり、６月27日の定時評議員会で承認されました。
　（社会福祉事業：13拠点　公益事業：２拠点）
　令和６年度の資金収支差額は97,220千円であり、サービス活動増減差額は対前年比で27,647千円の増となりました。
　また、純資産は129,001千円の増額で約176億円となりました。

資金収支計算書 単位：千円
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　４月17日、
韓国 山より
「東萊区（ト
ンレグ）社会
福祉施設従事
者　能力強化
国外研修」と

して、約20名の視察団が からつ医療福祉センターの見学
のため来日しました。この視察団は韓国 山広域市の東萊
区が主催し、サジク総合社会福祉館が主幹施設として、同
区の社会福祉施設の職員により構成されたものです。普段
は異なる施設で働く職員同士が日本の福祉施設の状況を視
察し、個々の能力の向上を図るとともに、それぞれの施設
へその技術、考え方やノウハウをフィードバックすること
を目的としているそうです。
　今回の訪問の主幹施設であるサジク総合社会福祉館と佐
賀整肢学園との国際交流は、2012年に始まりました。韓
国の視察団が佐賀での施設見学を検討しているとのこと
で、県社協経由で佐賀向陽園に受け入れの打診があったの
がスタートです。2013年には佐賀整肢学園からの視察団
がサジクを訪問、同年12月に国際交流協定を締結しまし
た。その後、毎年のように相互に施設見学を行ってきまし

たが、2019年の来日を最後に、世界的な新型コロナウィ
ルスの蔓延で長らく相互訪問が中断されていました。約５
年ぶりの再会となる今回、久しぶりにお会いした方々から
「田中サン！お久しぶりです！」と声を掛けていただき、
打ち解けた雰囲気で施設見学がスタートしました。
　昼食時の懇談会をはさみ、午前中はからつ医療福祉セン
ター、午後は好学舎の見学を行いました。施設見学は通訳
を交えながらでしたが、昼食時は唐津の海の幸を前に、お
互いが翻訳アプリや英語を駆使しての懇談となりました。
限られた時間での訪問を終え、別れ際には「次は 山でお
会いしましょう！」と固い握手を交わしました。
　国籍や職種、風土や慣習、そしてそれぞれの福祉政策は
異なりますが、同じ福祉に携わる方々とお会いできたこと
は、刺激的であり非常に有意義な時間となりました。今後
も相互訪問を継続し、福祉事業に対する意識の向上を図っ
ていきたいと思います。 （総務部　部長　田中　邦典）

　今年も４月５日（土）に芙蓉総合リース株式会社のご協
力のもとメセナシートのプロ野球観戦招待にて、地域サロ
ン『あつまろうよつばカフェ』のメンバーや向陽園の入
所者、神埼清明高校の学生ボランティアと一緒にみずほ
PayPay ドーム福岡へ野球観戦に行くことができました。
　野球観戦はもちろんのこと、遠くまで外出することを大
変楽しみにされており、行きの車内では車窓からの景色や
昔話で大いに盛り上がりました。
　この日は、ソフトバンクホークス誕生20周年記念イベ
ントとして特別ユニフォームの配布があり、全員でユニ
フォームを着て試合の動向に一喜一憂しながら応援しまし
た。また、球場でおいしい弁当を食べたことや風船飛ばし

佐賀向陽園・わいわい福岡ソフトバンクホークス野球観戦 ４月

からつ医療福祉センター韓国 山　視察団来訪 ４月

をしたことも良い思い出となりました。
　帰りの車内では、「本当に夢のような時間だった」「素敵
な体験だった」などの言葉が次々に聞かれ、充実した時間
を過ごされたようでした。職員もまた、共に楽しい時間を
過ごせたことをとても嬉しく思いました。
　今後も、様々なイベントを通じて地域の方との交流を深
め、地域に根差した施設でありたいと思います。

（在宅サービス課　副主任　木下　亜沙美）
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　オークスでは、公益
社団法人 JKA 様より競
輪とオートレースの補
助事業助成金をいただ
き、利用者送迎用リフ
ト付福祉車両１台を整
備しました。
　今回、助成金を活用して整備した車両は、利用者の方の
送迎や外出支援に活用させていただいています。利用者の
方からは「乗り心地がいい」、「新しい車両で気持ちがいい」
と好評の声が聞かれています。また、一度に最大で車椅子
４台と歩行者３名が乗車することができ、効率の良い車両
の運行が可能になりました。さらに、電動の固定器具だけ
でなく、ストレッチャー固定装置や点滴固定装置など、多
くの安全装備を備え、障がいの程度や医療的ケアの有無に
関わらず、より幅広い方に安心して利用してもらうことが
できています。

事業所 TOPICS
（４月～７月）

オークス利用者送迎用車両の整備 ５月

　毎月第４木曜のお昼、コンビニエンスストア「ローソン
＋ミズ」の移動販売車がこどもセンターにやってきます。
この移動販売は、株式会社ミズ ローソンミズ木原店様の
地域交流活動として実施されており、毎回たくさんのお菓
子・ジュース・お弁当・パンなどが陳列されます。当セン
ター入所者の方々や外来患者さんだけでなく、職員もよく
利用しています。
　入所者の方々を移動販売車までお連れするとき「お買い
物、いってらっしゃい！」と声が掛かることも多く、入所
者の方々は笑顔で買い物へ行かれています。
　ローソンの店員さんから「いらっしゃいませ！」「今日
はどれにしましょうか？」と声が掛かると、「プリンかな？
ゼリーかな？」と悩みながらも楽しくお買い物をされてい
ます。

こども発達医療センターコンビニエンスストア「ローソン＋ミズ」の移動販売 ７月

　今回の車両整備を契機に、運転に携わる職員は一段と安
全運転に努めるとともに、利用者の皆さんへ安心安全な
サービスを提供できるよう、日々精進していきたいと考え
ています。
　補助事業実施主体である公益社団法人 JKA 様をはじめ、
ご協力いただいた関係者各位にこの場を借りて厚くお礼申
し上げます。本当にありがとうございました。

（総務課　係長　内田　剛志）

　病棟へ戻ると「おかえりー！」と声が掛かり、買ってき
た商品を皆さんで美味しそうに食べられています。食べ終
えると「次はいつローソンに買い物行けるかな？」と次回
販売日がとても待ち遠しい様子です。
　この移動販売は、単に食料品を購入するだけではなく、
買い物の喜び・楽しみを通じてさまざまな人とコミュニ
ケーションを図ることができる大切な場所となっていま
す。これからも、入所者の皆さんと一緒に楽しませていた
だきたいと思います。
 （西棟療育課　主任　中島　健太）

総事業費：4,723,100円
助成金　：2,900,000円

いくらかな？ どれにしようかな？
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令和７年４月～令和７年７月

協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【こども】 整肢学園友の会様 ( 理容時の清掃 )、親和会様 ( 理容 )
【オークス】 原理容店様（理容）、ヘッズファクトリー様（移動美容室）、café bar utau 様（移動式カフェ）、NPO法人おはなしキャラバン “つばさ ”

様（人形劇）、佐賀清和高校 28 名様（利用者支援）
【清流苑】 ビハーラ神埼様（法話）、音楽愛好会カノン様（歌）、出張美容サービスH A I R はぁーと様（美容）
【からつ・好・糸】 か）唐津理容組合様（理容）
【日の隈】 藤間静浄様、藤間浄香様（日舞クラブ）、髙口美奈子様（フラワーアレンジメントクラブ）、友近やっくん様（ライブ）
【向陽園】 浄土真宗佐賀教区巨勢組様（法話）、巨勢組仏教婦人会様（法話）、有限会社ファニー企画様（移動理美容）、佐賀少年刑務所様（訪問理容）、

視聴覚協会様（マッサージ）、金立幼稚園様（七夕訪問）

施
設
見
学
来
訪

【こども】 循誘校区民生委員 18 名様、開成校区民生委員・児童委員協議 18 名様
【オークス】 西九州大学社会福祉学科 35 名様
【清流苑】 台湾仁愛護理之家３名様
【からつ・好・糸】 か）伊万里特別支援学校１名様、浜崎小学校１名様、大坪小学校１名様、昭和幼稚園・なかよし保育園４名様、エルアン幼稚園１名様、

カラフルココ１名様、児童家庭支援センター明照２名様、韓国 山社会福祉施設従事者研修20名様、好）虹の松原学園９名様、韓国
山社会福祉施設従事者研修20名様、糸）今津特別支援学校２名様、糸島特別支援学校３名様、前原南小学校１名様、南風小学校１

名様、二丈福祉会３名様
【日の隈】 台湾仁愛護理之家 3名様、西九州大学社会福祉学科 10 名様、佐賀県精神保健福祉センター 1名様、佐賀中部保健福祉事務所 1名様
【向陽園】 富士地区民生委員児童委員協議会17名様、台湾仁愛護理之家３名様、早津江病院２名様、武雄地区校区社会福祉協議会31名様

実
習
生
受
入

【こども】 西九州大学作業療法専攻 1名（作業療法）、西九州大学理学療法専攻 1名（理学療法）、柳川リハビリテーション学院言語聴覚学科 1
名（言語療法）、熊本総合医療リハビリテーション学院作業療法学科 1名（作業療法）、西九州大学こども学科 2名（保育）、西九州
短期大学幼児保育学科 1名（保育）、西九州短期大学地域生活支援学科 2名（介護）

【オークス】 九州医療専門学校社会福祉士通信学科１名（SW）、金立特別支援学校１名（企業体験）
【清流苑】 佐賀女子高校20名（看護）、神埼清明高校11名（介護）
【からつ・好・糸】  か）西九州大学リハビリテーション学科１名(理学療法)、西九州大学リハビリテーション学科１名(作業療法)、西九州大学子ども学

科４名(保育)、西九州大学短期大学部幼児保育学科４名(保育)、福岡医健・スポーツ専門学校１名(作業療法)、唐津看護専門学校26名
(看護)、唐津特別支援学校３名(就労体験)、唐津南高等学校１名(リハ)、好）西九州大学短期大学部幼児保育学科２名（保育）

【日の隈】 神埼清明高校４名(介護)、西九州大学短期大学部地域生活支援学科２名(介護)
【向陽園】 神埼清明高校13名（介護）

■発　行：令和７年９月　　　  　 ■発行元：社会福祉法人　佐賀整肢学園
■発行者：理事長　中尾　清一郎　■編集：法人広報誌編集委員
■表紙撮影：佐藤　良恵さん（からつ医療福祉センター）

NEXT…オークスのあの人にバトンタッチ !!

　令和７年度がスタートし、今年度も新規採用職員が入職されました。大変喜ばしく、皆様と今後一緒に働け

ることを嬉しく思います。切磋琢磨しながら日々頑張っていきましょう！

　今回のタイムスも内容がたくさん詰まっています。今年度も見どころ満載の内容を、編集委員一同でお届け

していきますのでよろしくお願いします。

２年前の春、私のもとに双子の男の子がやってきました。初めて
の子育て、しかも双子ということで何もかもが未知の世界。妻と衝
突することも時にはありましたが、子どもと真 に向き合ってくれ
ている姿に、言葉に出さずとも感謝ばかりです。職場の皆さんにも
協力していただき、オークスで初の男性育児休暇も取得させていた
だきました。そんな息子たちも気づけば2歳となり、現在ではやん
ちゃ盛りに磨きがかかっています。正直、疲れてしまうこともあり
ますが、その分、行動の端々に見える成長やなによりも息子可愛さ
で疲れも吹き飛んでしまいます。 
　また、仕事の面でも今年の春は大きな変化がありました。長年勤
めた生活介護からグループホームへ異動となり、サービス管理責任
者と副主任という新たな役職を拝命しました。生活介護でもサビ管
として利用者さんの支援計画に携わってきましたが、グループホー
ムではまさに「暮らし」全体を支えるという、また異なる責任を感
じています。 
　グループホームでの仕事と、双子育児。一見全く違うようであり
ますが、どこか通じるものがあると感じています。どちらの場所で
も、予期せぬ出来事や困難はつきものですが、その分、小さな成長
や喜びを見つけた時の感動もまた格別なんだと思います。多忙な毎
日ですが、グループホームの利用者さんが安心して笑顔で過ごせる
よう、そして双子の息子たちが健やかに成長できるよう、これから
も二つの大切な『暮らし』に寄り添い、歩んでいきたいと思います。

Relay  Column リレー

どころ
見

コラム

オークス　在宅サービス課
グループホーム係サービス管理責任者
副主任

横
よこお

尾 圭
けいたろう

太郎

第８回
「腰痛予防のワンポイント」「腰痛予防のワンポイント」

社会福祉施設での労災では、移乗介助での無理な動作による「腰痛」
関連が最も多く、整肢学園でも続発しています。
介護作業で、まず注意したいポイントは３点・・・
☆抱え上げる作業が最も危ない!!　→２人で作業するか、
持ち上げないケアとして「滑らせる介助用具」を活用しよう。

スライディングシートやボード、介助グローブ(下図左)
移乗用リフト、移乗支援ロボットHUGなど(下図右)

☆介助時はベッドやストレッチャーを腰の高さに上げよう(下図左)
☆低い姿勢をとる時は膝を曲げるか、膝を床につくと安全(下図右)

引用：介護業務で働く人のための腰痛予防のポイント(中央労働災害防止協会)
（こども発達医療センター　リハビリテーション部　部長　髙杉　紳一郎）


